
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割りばし束ね 

 

指導目標 

〇5までの数、１０までの数がわかる。

○簡単な作業（並べる、束ねる、かごに

入れる）の流れが分り、集中して取り組

めるようになる。  

指導方法 

〇台紙（３，５，１０本の枠）の上に割

りばしを並べた後、まとめた割りばしを

輪ゴムとめ機（トイレットペーパーの芯

に輪ゴムをセットしたもの）の中に入れ

輪ゴムで止めて束を作っていく。 

○実態に応じて割りばし並べの数や量を

変える。  

スクールバスにのって 

指導目標 

〇友達の名前がひらがなで書けるようになる。 

〇１０までの数字の順番を知る。 

〇足し算、引き算の概念をつかむ 

指導方法 

〇プリントに番号の友達の名前を書く。模写も

できるように回答を用意する。 

〇バスに友達人形を数字の順番に乗せるように

指示する。 

〇指示した数字を友達につけるよう提示する。 

〇友達人形をバスに乗せる、外す操作を児童が

行いながら足し算、引き算の概念が持てるよう

にする。問題プリントも合わせて行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことばづくり 

 

指導目標  

〇ひらがなの形と音を一致させる。 

〇教員とのやり取りを通して発語を

促す。 

〇一定時間集中して学習に取り組め

るようにする。  

指導方法 

〇消しゴムを組み立てる。 

〇台紙のひらがなを見て、ひらがな

ブロックを選んではめ、動物の名前

を作る。 

〇出来上がったら教員が声に出して

読み、音声模倣を促す。 

文字とイラストのマッチング  

指導目標  

〇ひらがな 1文字ずつに注目できるようにする。 

〇名詞の名前とひらがなを一致させる力を育む。 

〇一定時間集中して取り組む力を養う。 

指導方法 

〇バラバラになった５０音を用意し、１文字ずつ

マッチングをする。 

〇イラストを提示し、正しい名詞を答える。 

〇イラストと平仮名のマッチングをする。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライオンさんの たてがみを作ろう ライオンさんの たてがみを作ろう 
ライオンさんのたてがみを作ろう 

指導目標 

〇数字を順番に数える力を育む 

〇集中し最後までやり、目と手を協応で

きる力を育む 。 

指導方法 

〇実態に応じて紐通しの数を調節し、最

後まで集中して取り組むことができるよ

うにする。 

〇手元を見るように声かけをしたり、手

元を指さしたりすることで、手元に視線

を向けることができるようにする。 

〇右手で穴に紐を通し、紐の先を左手に

持ち替えて、リングを下に通すように声

かけをする。 

ひらがなマッチング 

指導目標 

〇細かな違いに注目する力を養う。 

〇一定時間集中して取り組む力を養う。 

〇教員とのやり取りを通して、発語（発

声）を促す。  

指導方法 

〇カードを１枚ずつ手渡し、自分で取り

組めるよう見守る。 

〇（発語が見られてきている児童なの

で）渡すときに一文字ずつ音声でも伝

え、音声模倣を促し、やり取りをしなが

ら取り組む。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数ならべ 

指導目標 

〇１～５までの数を数えられるよう

になる。  

指導方法 

〇数字と果物カードを一つひとつ確

認する。 

〇教員と一緒に数を数えながら、果

物カードを表に置いていく。 

合わせていくつ 

指導目標 

〇操作することを通して、合わせ

るといくつになるかを考え、足し

算の基礎となる力を養う。 

指導方法 

〇好きなキャラクターのカードを

使用し、右にいる数と左にいる数

を『合わせる』ことを、自分で操

作することで意識させる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対言葉カード 

指導目標 

〇教員とのやり取りを通して正しい

反対語を学ぶ 

〇NCプログラム言語表出３－８に

対応している  

指導方法 

〇3～４つの選択肢から正しい反対

語のカードを選ぶ 

〇難しい場合、教員からの助言を受

けながら正解を探す 

〇正解したものは左右でパズルにな

っているため、見える位置に置き自

分が正解したことが実感できるよう

にする  

ドーナツいくつ？ 

指導目標 

〇最後までやりきる集中力を高める。 

〇具体物を操作することを通して、合わせるとい

くつになるかを考え、足し算の基礎となる力を養

う。  

指導方法 

〇具体物（ドーナツ）を使用し、右にある個数と

左にある個数を合わせることを、自分で操作する

ことで意識させる。 

提示の仕方 

① 提示された数と同じ個数のドーナツを並べ

る。 

② 「全部合わせるといくつ？」「ドーナツ全部

で何個ある？」の言葉かけを受けて、一緒に

声を出しながら数える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多い・少ない・半分 

指導目標 

〇最後までやりきる集中力を高め

る。 

〇量を知る。 

〇日常生活で活用できる力をつけ

る。  

指導方法 

提示の仕方 

① マッチングシートで量をマッチ

ングする。 

② 次にプリントで量の分だけ色を

塗る。 

③ ジャグとコップを用意し、実際

に量の分だけ入れる。  

どんな気持ち？（気持ちの学習） 

指導目標 

〇気持ちのコントロールが不得手な児

童に対して、かわいいストーリー形式

で自己・他者の感情理解を育てる。  

指導方法 

〇言葉の認識がある児童に対して、上

のような絵カードやプリントを提示し

て気持ちの学習をする。 

〇言葉が思いつかない場合は、ストー

リーを追ってあげ 

 ることやヒントカードを作ってあげ

ることで考えやすくなる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どっちが大きい（小さい）？  

指導目標  

〇対象物の比較ができる。 

〇指先を使いシールを扱うことがで

きる。  

 

指導方法 

〇イラストを見て、指示された（大

または小）法にシールの貼り付けを

行う。 

〇接着面のべたつきなどを意識して

丁寧に扱えるようにする。 

友だちの名前を合わせよう 

指導目標 

〇友達の名前と顔を一致させる。 

〇ひらがなを読み、名前と文字、音を

つなげる。 

〇達成感を味わい、他の学習への意欲

につながるようにする。  

 

指導方法 

〇顔写真を最上部のマスに提示してお

き、中段のマスに苗字・下段のマスに

名前を選択カードの中から選んではめ

る。 

〇ヒントとして生徒の名前を読み上げ

ることもある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おべんとうバス 

指導目標 

〇野菜や果物の名詞の獲得 

〇数字と数唱、数量の理解  

指導方法 

〇絵本「おべんとうバス」を読んで

お話の世界とリンクさせながら教員

が提示した野菜をそれぞれ並べてい

き、数字、数唱、数量の理解が進む

よう指導する。  

数字と数のマッチング 

指導目標 

〇数字に対して、数の多い少ないに注目し

て、見比べたり合わせたりする力を高める。 

〇一定量の課題を集中して最後までやりきる

力を高める。  

指導方法 

〇数字のカードとシールが貼られた数のカー

ド（3種類）を使う。ランダムに貼られたカ

ードでまずマッチングを行い、正答が多くな

ったら次に整列して貼られたカードでマッチ

ング、そして 5以上の数字のマッチングとい

うように生徒の実態に合わせて支援しながら

取り組める。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の数・音の数クイズ 

指導目標 

〇発音を明瞭にする。 

〇文字の数と音の数の認識を正しく一致させる。  

指導方法 

①３枚の絵カードの中から１枚選択する。 

②選択した絵カードの名称を言って、その名称の

文字ブロックを並べる。 

③文字ブロックの個数を数えて、数字カードの中

から選ぶ。 

★拗音等の場合は文字ブロックの個数と数字カー

ド（数える数）に相違が出てくることもあるので

注意する。 

④数字カードの数だけ手を叩く。 

★音のリズムが意識できるようにする。 

⑤絵カードの名称を言いながら、数字カードの数

だけ手を叩く。 

★言葉と手を叩く数が一致するようにする。  

数の学習 

指導目標 

〇数唱 

〇数の理解 

指導方法 

・数字を１から 10まで順に並べて、同じ数の

台紙を貼っていく 

・数字をランダムに貼る、数の台紙を貼り数

字を貼っていく等、個々に合わせて行う。 

・自立課題でも、やり取りをしながらでも。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字や図形、数字のなぞり 

指導目標 

〇文字や図形の形に注目する 

〇姿勢やペンの持ち方を意識する 

〇提示された分はやり切る  

指導方法 

〇実態に応じた難易度の資料を提

示する。 

〇1枚ずつ提示する。 

〇姿勢やペンの持ち方は細かく言

葉かけを行う。 

〇「できました」等、やり取りで

きるようにする。 

リング差し 

指導目標 

〇対象物の形や構造に意識を向

け、数の概念形成を目指す。 

〇目と手の協応、指先の巧緻

性、注視する力、数字と数量の

マッチングの向上を目指す。  

指導方法 

〇棒の高さの違いによりリング

の数が変わり、数と数字のマッ

チングができるようにする。 

〇順番を示したり、リングの色

を合わせたり、型はめで注目で

きるようにしたりする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ヒントクイズカード(株式会社幻冬社 てづかあけみ)  

指導目標 

〇日常の活動で状況をつかんで言葉で

伝えることが難しいことに関して、

【動物の絵カード 3ヒントクイズ】

で、対象物の動作、アイテムや背景の

ものや色、動物名など総合的に見分け

てヒントのクイズに答える力をつけ

る。 

〇複数の情報を聞き分けて、対象物を

想像する力、物の要素や特徴をつかむ

こと、説明する力をつける。  

指導方法 

【動物の絵カード】全４０種類 

〇4～６枚の動物カードを並べる。教

員が「①動物、②動作、③色＆もの」

のヒントを出して、絵カードに書かれ

ている動物を選ぶ。カード群の枚数を

増やすと難易度が上がる。 

〇児童が回答できるようになった際に

は、役割を交代して児童が、出題カー

ド(文字で①～③のヒントが書かれた

カード)を読んで出題者になり、正解

かを判断してもらう。 

【ものの絵カード】全４０種類 

〇４～8枚の動物カードを並べる。教

員が「①色、②形、③特徴」のヒント

を出して、絵カードに書かれているも

のを選ぶ。 

〇1種類の色が 4枚。カード群の枚数

を増やすと難易度が上がる。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的当てで数を数えよう 

指導目標 

〇余暇的活動を通して楽しみなが

ら数にたくさん触れる。 

〇順序数を守って数唱できるよう

にする。  

指導方法 

〇余暇活動は的当てを行って数に

触れる。 

〇的にボールを当てる。 

〇得点した数だけボールを一つず

つ声に出して数えながらカップへ

入れていく。カップには数字カー

ドが対応させてあり、活動者はそ

の数字を確認しながら数唱を行

う。  


